
広　報　お　お　た　ま（1） 第４８７号 17・8・15

8

村の人口
7月末日現在
面積　７９.４６�

　対前月比 

　男　 ４,２７１人 － ７
　女　 ４,３２９人 ＋ ５
　計　 ８,６００人 － ２
世帯数 ２,１４４戸 ＋ ５

あだたらの里　Festa
おおたま夏まつり

～ 8月7日 ～



（2）第４８７号村民憲章……美しい自然と調和した活力のある村をつくりましょう。

大玉村農業委員会委員一般選挙結果報告�

　

７
月　

日
の
任
期
満
了
に
伴
う
大
玉
村
農

１９

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
７
月
５
日
告

示
、
７
月
９
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

７
月
５
日
午
後
５
時
ま
で
の
届
出
が
、
選
挙

す
べ
き
者
の
数（
玉
井
６
人
、
大
山
４
人
）を

超
え
な
か
っ
た
た
め
、
９
日
の
投
票
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
選
挙
会
開
催

　

７
月　

日
、
午
前
９
時
か
ら
玉
井
選
挙
区
、

１１

午
前
９
時　

分
か
ら
大
山
選
挙
区
の
選
挙
会

２０

が
役
場
第
二
委
員
会
室
で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
立
候
補
の
届
出
の
あ
っ
た
方
々
を
当
選
人

と
決
定
し
ま
し
た
。

▽
当
選
証
書
附
与

　

同
日
、
午
前　

時
よ
り
議
会
議
場
に
お
い

１０

て
、
当
選
証
書
が
大
内
金
一
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
当
選
者
に
附
与
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成　

年
７
月　

日
か
ら
平
成　

１７

２０

２０

年
７
月　

日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

１９

▽
選
任
書
交
付

　

選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

農
業
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
委
員
も
、

併
せ
て
選
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
日
同
会

場
で
浅
和
定
次
村
長
か
ら
、
５
名
の
委
員
に

選
任
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、　

日
に
、
改
選
後
初
の
農
業
委
員

２０

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
渡
邉
一
郎
さ

ん（
大
山
字
北
谷
地
）、
会
長
職
務
代
理
者
に

渡
邊
正
道
さ
ん（
玉
井
字
板
髭
）が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
　
　

渡
辺　

勝
夫（
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
安
達
推
薦
）

官
野　
　

傳（
大
玉
土
地
改
良
区
推
薦
）

　
　
　

佐
々
木
市
夫（
議
会
推
薦
）

佐
原　

武
郎（
安
達
地
方
農
業
共
済
推
薦
）

　
　
　

遠
藤
由
美
子（
議
会
推
薦
）

福
内
傳
之
助（
玉
井
選
挙
区
）

　
　
　

鈴
木　

健
司（
玉
井
選
挙
区
）

渡
�　

一
郎（
大
山
選
挙
区
）

　
　
　

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　

渡
邊　

正
道（
玉
井
選
挙
区
）

佐
藤　

俊
憲（
大
山
選
挙
区
）

　
　
　

松
井
登
喜
也（
玉
井
選
挙
区
）

会
長

渡
�　

一
郎（
大
山
選
挙
区
）

　
　
　

橋
本　

富
夫（
玉
井
選
挙
区
）

松
本　
　

昇（
大
山
選
挙
区
）

　
　
　

伊
藤　
　

守（
玉
井
選
挙
区
）



（3） 第４８７号 村民憲章……明るく快適な住みよい村をつくりましょう。

１
日　

辞
令
交
付
式
。
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｔ
―
５
大
玉
店
地
鎮
祭
。
県
北

家
畜
衛
生
推
進
協
議
会
総
会

（
福
島
市
）

２
日　

玉
井
遺
族
会
総
会

３
日　

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
。
県
立
本
宮
高
校
同
窓
会
総

会（
本
宮
町
）

４
日　

広
域
行
政
組
合
正
副
管
理

者
会
議（
二
本
松
市
）。
福
島
県

町
村
長
中
央
研
修
会（
東
京
都
）

５
日　

福
島
県
町
村
長
中
央
研
修

会（
東
京
都
）

７
日　

国
道
４
号
線
整
備
要
望
活

動（
東
京
都
）

８
日　

国
民
健
康
保
健
連
合
会
理

事
会（
福
島
市
）。
國
分
貞
明
氏

知
事
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会

　

日　

消
防
協
会
本
宮
支
部
消
防

１０
操
法
競
技
大
会
・
懇
談
会（
白

沢
村
）

　

日　

農
業
委
員
選
任
書
交
付
。

１１

ゆ
う
パ
ッ
ク
酵
母
牛
出
発
式

　

日　

大
玉
村
景
観
保
護
審
議
会
。

１２
大
玉
村
勤
労
者
互
助
会
総
会
・

懇
親
会

　

日　

玉
井
小
２
年
生
施
設
見
学

１３
来
庁
。
交
通
安
全
協
会
大
山
分

会
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
。
愛

の
献
血
助
け
合
い
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
来
庁
。
ふ
る
さ
と
セ
ブ

ン
安
達
太
良
会
懇
談
会（
二
本

松
市
）

　

日　

臨
時
議
会
。
福
島
県
砂
防

１４
協
会
総
会（
福
島
市
）。
福
島
県

治
水
協
会
総
会（
福
島
市
）

　

日　

大
玉
村
レ
デ
ィ
ー
ス
ゲ
ー

１５
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
大
玉
村
農
振

協
議
会
。
農
業
委
員
会
分
散
会

（
二
本
松
市
）

　

日　

市
町
村
職
員
野
球
大
会

１６（
岩
代
町
）

　

日　

辞
令
交
付
。
広
域
行
政
組

１９
合
７
月
定
例
会（
二
本
松
市
）

　

日　

第
１
回
農
業
委
員
会
総
会
。

２０
安
達
地
方
市
町
村
議
員
大
会

（
安
達
町
）

　

日　

職
員
自
治
功
労
賞
伝
達
式
。

２１
未
来
の
翼
結
団
式

　

日　

大
玉
わ
ら
部
会
総
会（
本

２２
宮
町
）。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

　

日　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
う

２３
つ
く
し
の
丘
竣
工
落
成
式（
二

本
松
市
）

　

日　

国
分
俊
作
氏
県
農
業
賞
受

２４
賞
祝
賀
会（
二
本
松
市
）

　

日　

安
達
地
方
農
業
委
員
会
連

２７
合
会
臨
時
総
会（
二
本
松
市
）。

福
島
県
国
保
連
合
会
総
会（
福

島
市
）

　

日　

第　

回
福
島
県
緑
の
少
年

２８

３２

団
大
会
。
議
会
広
報
委
員
会
暑

気
払
い

　

日　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

２９
交
付
金
基
準
検
討
会
。
県
市
町

村
年
金
者
連
盟
二
本
松
安
達
地

方
支
部
総
会（
二
本
松
市
）

　

日　

安
達
地
方「
ふ
れ
あ
い
の

３０
つ
ど
い
」（
二
本
松
市
）

(

7
月)

　

福
島
地
方
法
務

局
及
び
県
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
連

合
会
の
主
催
で
実

施
さ
れ
た
平
成　
１７

年
度「
人
権
の
花
」

運
動
に
大
山
小
学

校
の
児
童
が
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
互

い
に
協
力
し
て
花

を
育
て
る
こ
と
に

よ
り
、
情
報
を
豊

に
し
思
い
や
る
心
、
人
権
尊
重
に
つ
い
て
の
理
解
を
体
得

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
小
学
生

を
対
象
に
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
指
定
さ
れ
た
小
学
校

が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、
玉
井
小
学
校
で
の
取

り
組
み
は
、
平
成　

年
度
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

１９

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
を
中
心

に
住
民
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
人
権
尊
重
と
相
互

信
頼
の
健
全
な
社
会
構
築
と
人
権
啓
発
活
動
の
一
層
の
活

性
化
を

目
指
し

て
努
力

し
た
い

と
考
え

て
お
り

ま
す
。

平
成　

年
度「
人
権
の
花
」運
動
を
実
施

17

〜
人
権
啓
発
活
動
を
総
合
的
に
推
進
〜

～人権啓発活動の一環で取り組みました～

～協力して花を植えました～



（4）第４８７号村民憲章……教養・文化の向上に勤め知性豊かな村をつくりましょう。

環境保全のため阿武隈川河口でごみ拾い
～大玉村夢づくり事業～

　７月２日、宮城県の亘理町で毎年行われている
阿武隈川河口クリーンアップ作戦に、流域市町村
である本村も参加いたしました。
　参加者は、河口に流れ着くゴミの多さに驚きな
がらも、流域に住む者として少しでも役に立とう
と熱心にごみ拾いをしました。
　また、奉仕作業の後は、近くの学習館で、阿武
隈川の勉強をしたり、小石でストーンアートを作
成したりと有意義な時間を過ごしました。

～阿武隈川河口クリーンアップ作戦に参加された皆さん～

河川の環境美化
～河川クリーンアップ作戦～

　７月３日、河川愛護の一環として村内一斉に河
川クリーンアップ作戦が実施され、安達太良川、
杉田川、百日川を中心に草刈りやごみ拾い等の美
化活動に取り組みました。
　当日は、小雨にもかかわらず、約1,800人の参
加をいただきました。
　この取り組みは、良好な河川環境の保全・再生
を図るために毎年行われております。

～河川環境の美化、保全に取り組みました～

大いに響け大玉の声　～おおたま夏まつり～ 
　８月７日に、大玉村ふれあい広場において
『第５回おおたま夏まつり』が開催されました。
　オープニングセレモニーの後に行われたス
テージイベントでは、安田広志さんが大玉村
のイメージソング等を熱唱したほか、豪華ゲ
ストによる漫談や演歌が歌い上げられました。
　夜に行われた仮装盆踊り大会では、21チー
ム約250人の方々が参加して、彩り豊かな衣
装を身に纏いながら楽しく踊りました。
　また、村民の日（８月の第１日曜日）のイベ
ントとして玉井２区、３区の太鼓台曳き廻し
が行われ、来場した方々を盛り上げました。
　夏まつりの最後には、約1,000発の花火が
夜空に咲き、大勢の見物客を魅了しました。

～８８８個大盤ふるまい餅まき～

～仮装盆踊り大会～

～安田広志さんによる大玉村イメージソング披露～



（5） 第４８７号 村民憲章……健康と福祉を重んじ、助け合うむらをつくりましょう。

緑化功労者表彰を受賞　～鈴木浩さん（玉井字福間）～
　６月５日、茨城県において第56回全国植樹祭が開
催され、鈴木浩さん（玉井字福間）が緑化功労者表彰
を受賞いたしました。
　全国で12名（うち東北・北海道地区で３名）がこの
緑化功労賞を受賞され、鈴木さんは福島県知事から
の推薦をうけ、碩国土緑化推進機構理事長賞を受賞
されました。
　鈴木さんは、馬場桜保存会を結成し現在もなお保
存活動の中枢として活躍され、多年にわたり馬場桜
の樹勢回復をはじめ、周辺環境の緑化づくりなど精
力的に環境美化活動と緑化活動に力を注いでおりそ
の功績が認められました。 ～緑化功労者表彰を受賞された鈴木浩さん～

森の仲間が一堂に結集　～福島県緑の少年団大会～
　７月27日から３日間、ふくしま県民の森で第32回福島県緑の少年団大会が開催され、玉井・大山両小学
校の緑の少年団を含め県内の緑の少年団等約1,100名が参加しました。
　この大会は、緑と親しみ、守り育てる活動を通じ次代を担う青少年の心身の健全な育成のため、緑化運動
推進の一環として毎年開催されております。
　この大会を通して、緑の少年団の活動事例発表や記念植樹、全体交流会などでお互いに交流を深めました。

～歓迎のことばを述べる菅野麻衣さん～ ～玉井小学校鼓笛隊が先導し入場行進～

多様な国際交流の機会を　～未来への翼結団式・出発式～
　７月21日に保健センターにおいて、平成17年度事業の未来への翼結団式が開催され、26日には出発式が
開催されました。
　結団式では、団員を代表し大内幸実さん（大玉中２年）が「ホームステイ等を通してたくさん学習し、ひとま
わり成長して帰村したい。そして、この経験を今後の学習や将来に生かしていきたい。」と挨拶を述べました。
　本年度は７月26日から８月１日（７日間）の日程で、中学生28名、引率者４名がオーストラリアで多様な
交流を通じて、国際感覚などを身に付け、国際交流を体験してきました。
　７日間の日程を終了し、無事大玉村へ帰村いたしました。

～結団式で団員を代表して挨拶を述べる大内幸実さん～ ～多くの関係者に見送られた出発式～



（6）第４８７号村民憲章……温かい心のかよう、ふれあいの村をつくりましょう。
　

本
年
度
総
会
の
際
投
稿
依
頼
を

受
け
改
め
て
電
話
に
て
要
請
が
あ

り
時
期
尚
早
と
思
い
乍
ら
投
稿
致

し
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
高
校
同
窓
の
鈴
木

副
会
長
、
国
分
理
事
よ
り
本
会
の

紹
介
を
戴
き
入
会
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
初
め
て
総
会
に
出
席
し
半

世
紀
振
り
で
の
出
合
の
方
が
多
く

大
変
懐
か
し
く
当
時
の
思
い
出
話

等
語
り
合
い
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

本
会
の
鈴
木
会
長
と
は
以
前
よ

り
親
交
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
小

生
で
又
鈴
木
副
会
長
、
朝
倉
、
国

分
の
各
役
員
の
方
は
高
校
同
窓
で

東
京
支
部
の
会
合
で
は
ご
一
緒
し

て
お
り
同
郷
の
集
ま
り
は
何
と
も

言
え
な
い
心
温
ま
る
一
時
で
格
別

な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

偶
に
帰
省
の
際
ふ
と
立
ち
止
ま

り
雄
大
な
安
達
太
良
山
を
眺
望
す

る
時
そ
し
て
田
園
の
景
観
、
何
と

も
言
え
な
い
感
激
、
朝
か
ら
晩
迄

遊
ん
だ
記
憶
が
よ
み
が
え
り
そ
れ

は
数
多
く
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す

が
特
に
ガ
キ
大
将
に
な
っ
て
遊
ん

だ
草
野
球
、
夢
中
で
楽
し
ん
だ
思

い
出
が
一
番
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

ま
と
も
な
道
具
も
な
く
各
自
手
づ

く
り
の
道
具
で
今
日
の
時
代
で
は

と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
又
一

緒
に
遊
ん
だ
仲
間
も
数
人
が
他
界

し
悲
し
み
に
変
わ
り
辛
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
生

ま
れ
育
っ
た
故
郷
は
何
時
も
懐
か

し
く
そ
し
て
楽
し
か
っ
た
思
い
出

と
し
て
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

私
も
野
球
好
き
が
幸
い
し
た
の

か
高
校
で
も
野
球
部
、
そ
れ
か
ら

今
日
迄
野
球
漬
け
で
都
連
盟
の
役

員
と
し
て
又
公
認
の
審
判
幹
事
と

し
て
天
皇
賜
杯
他
各
種
の
大
会
へ

出
場
、
又
一
方
で
都
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
役
員
、
又
一
種
公
認
審
判

と
し
て
実
業
団
、
大
学
、
高
校
の

大
会
に
出
場
、
そ
の
中
で
毎
年
開

催
す
る
高
校
の
全
国
大
会（
男
子

〜
神
奈
川
）女
子
は
東
京
で
開
催

す
る
の
で
す
が
県
代
表
の
チ
ー
ム

は
懐
か
し
く
声
を
か
け
た
く
な
り

ま
す
。

　

又
地
元
で
は
、
野
球
関
係
の

ト
ッ
プ
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育

成
に
つ
と
め
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご

座
居
ま
す
。

　

何
れ
に
し
て
も
少
子
、
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
体
育
ス
ポ
ー
ツ

活
動
は
人
間
の
大
き
な
財
産
で
あ

り
健
康
体
力
の
増
進
と
心
身
を
鍛

え
協
調
連
帯
と
親
睦
を
深
め
る
素

晴
ら
し
い
活
動
で
あ
る
事
を
改
め

て
認
識
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

少
年
時
代
泥
に
塗
れ
て
遊
ん
だ
事

を
思
い
出
し
な
が
ら
故
郷
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

東
京
都
多
摩
市
在
住

　

杉
原　
　

實

（
大
山
字
仲
ノ
沢
出
身
）

く
ろ（
あ
ぜ
・
畔
・ 

）歳
時
記
⑰

⑯
つ
づ
き

　

コ
メ
つ
く
り
作
業
の
一
つ
に
決

ま
っ
て
毎
年
七
月
前
頃
に
な
る
と
、

ど
こ
の
コ
メ
農
家
の
田
ん
ぼ
く
ろ

や
土
手
で
、
最
も
盛
ん
に
育
む
多

く
の
野
草
・
野
の
花
の
刈
り
取
り

が
、
き
れ
い
に
行
わ
れ
る
。
そ
ん

な
田
ん
ぼ
く
ろ
や
土
手
に
出
合
い
、

踏
む
足
運
ぶ
す
が
ら
、 
儚
く

     

、
そ

は
か
な

し
て
と
て
も
束
の
間
の
、
そ
の
命

短
き
定
め
な
の
に
無
残
に
刈
り
取

ら
れ
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
し
て 
萎 しお

れ
て
息
た
え
去
る
、
か
け
が
え
の

な
い
野
の
花
た
ち
の
そ
ん
な
姿
・

さ
ま
を
目
の
前
に
す
る
と
き
、
実

に
哀
れ
、
悲
し
み
の
き
わ
み
で
目

に
す
る
に
忍
び
耐
え
難
く
気
が
暗

む
思
い
。
恐
ら
く
は
タ
ン
ポ
ポ
や

野
の
花
た
ち
は
折
角
の
こ
の
世
の

 
薄  
命 
な
の
だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
刈
り

は
く 
め
い

取
ら
な
い
で
下
さ
い
と
、
と
き
、

と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
私
た
ち
動
物
た

ち
に 
請 
い
願
い
、
哀
願
し
つ
づ
け

こ

身
を
も
っ
て
語
り
か
け
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
ん

な
ふ
う
に
目
に
映
る
の
は
私
だ
け

の
感
慨
な
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
メ

農
家
か
ら
み
れ
ば
、
い
つ
も
無
駄

で
、
邪
魔
で
、
厄
介
も
の
扱
い
さ

れ
て
い
る
、
か
た
み
の
狭
い
野

草
・
野
の
花
た
ち
だ
が
、
た
と
え

刈
り
取
ら
な
く
て
も
コ
メ
つ
く
り

に
は
、
大
プ
ラ
ス
は
あ
っ
て
も
決

し
て
何
の
マ
イ
ナ
ス
・
リ
ス
ク
は

全
く
な
い
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
は
野
草
・
野
の
花
た
ち
自

身
で
あ
り
、
未
だ
分
か
っ
て
い
な

い
の
は
、
あ
る
い
は
コ
メ
農
家
の

方
か
も
知
れ
な
い
。

　

レ
イ（
花
輪
）編
み
、
野
の
花
摘

み
遊
ん
だ
白
い
花
ク
ロ
ー
バ
ー

　

御
墓
参
の
道
は
ク
ロ
ー
バ
ー
花

盛
り 

翠　

波

　

ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
は
ほ
こ
り
に

ま
み
れ
つ
つ

　

赤 
蜻  
蛉 
は
と
び
か
ひ
に
け
り

か
げ 
ろ
う

 

高
田
浪
吉

　

タ
ン
ポ
ポ
花
と
同
じ
く
、
恐
ら

く
見
た
こ
と
の
な
い
人
は
い
な
い

ほ
ど
に
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
こ

の
ク
ロ
ー
バ
ー（
本
紙
裏
表
紙
カ

ラ
ー
版
写
真
見
よ
）で
あ
る
。
お

ら
ん
だ
げ
ん
げ（
西
洋
紫
雲
英
）、

し
ろ
つ
め
く
さ（
白
詰
草
）、
う
ま

ご
や
し（
苜
蓿
）な
ど
の
別
名
・
和

名
で
よ
ば
れ
、
と
て
も
古
く
か
ら

身
近
で
馴
染
深
い
野
草
、
野
の
花

の
一
つ
。

 

（
つ
づ
く
）

前
明
治
大
学
農
学
部
教
授

箱
増　

美
義

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

（
玉
井
字
馬
喰
内
出
身
）
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の
び
の
び
大
玉
っ
子

（
大
玉
中
学
校
）
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運
動
部
に
所
属
す
る
生
徒
に
と
っ
て
、
一
番
大
き
な
大
会
は
、
中
体
連
陸
上
・
総
合
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
に
向
け
て
、
毎
日
部
活
動
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
２
年

の
渡
邉
昴
く
ん
が
、

県
大
会
で
男
子
千
五

百
㍍
に
出
場
し
、
第

２
位
に
入
賞
、
東
北

大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
す
べ
て
の
生

徒
た
ち
が
全
力
を
出

し
て
精
一
杯
頑
張
り

ま
し
た
。

中
体
連
の
各
大
会
に
全
力
を
出
し
て
頑
張
り
ま
し
た
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て
い
き
ま
し
た
。
あ
の
芽
が
で
た

時
の
喜
び
は
言
葉
に
表
せ
な
い
く

ら
い
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
喜
び

と
花
が
咲
い
た
時
の
こ
と
を
頭
に

思
い
う
か
べ
な
が
ら
、
来
る
日
も

来
る
日
も
一
生
懸
命
育
て
ま
し
た
。

そ
の
努
力
に
答
え
る
よ
う
に
、
小

学
六
年
の
夏
に
太
陽
と
共
に
大
き

な
黄
色
の
花
、
向
日
葵
が
堂
々
と

咲
き
ま
し
た
。
偶
然
に
も
そ
の
日

は
八
月
二
十
五
日
、
私
の
誕
生
日

の
前
日
で
し
た
。
一
日
早
い
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
と
、
私
は

思
い
ま
す
。
と
て
も
可
憐
な
、
心

を
な
ご
ま
せ
る
出
来
事
で
し
た
。

　

翌
年
、
中
学
一
年
と
な
っ
た
私

は
、
ま
た
新
た
に
何
か
を
育
て
よ

　

私
の
農
業
体
験
は
、
小
さ
く
た

く
さ
ん
の
種
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
は
、
祖
母
か
ら
も

ら
っ
た
花
の
種
の
事
を
ふ
と
思
い

出
し
、
家
の
花
壇
に
植
え
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
一
生
懸
命
に
手
入
れ
を

し
、
水
を
与
え
て
花
が
咲
く
事
を

今
か
今
か
と
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
学
校
へ
行
く

前
に
水
を
や
り
、
学
校
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
そ
の
花
壇
の
種
の
様
子

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
毎
日
が
楽

し
み
の
朝
で
始
ま
り
、
明
日
へ
の

期
待
の
気
持
ち
で
一
日
が
終
わ
る

こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
始
め

て
か
ら
二
週
間
ぐ
ら
い
で
芽
が
で

て
、
そ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
と
育
っ

　

そ
し
て
、
そ
の
年
の
六
月
、
赤

い
た
く
さ
ん
の
苺
が
私
の
小
さ
な

畑
に
実
り
ま
し
た
。
そ
の
実
っ
た

苺
は
私
よ
り
先
に
私
の
苺
作
り
を

見
守
っ
て
く
れ
た
祖
父
母
に
食
べ

て
も
ら
い
、
そ
の
次
に
私
が
食
べ

ま
し
た
。
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

る
甘
さ
で
し
た
。
私
が
作
っ
た
と

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も

良
い
体
験
で
し
た
。

　

今
で
も
、
こ
の
苺
ハ
ウ
ス
は
あ

り
、
来
春
の
実
る
日
ま
で
の
長
い

日
々
を
、
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
け

な
げ
に
育
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

私
も
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の

他
、
た
く
さ
ん
の
農
業
を
体
験
し

て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
で
得
る
喜

び
と
達
成
感
は
、
農
業
で
し
か
得

ら
れ
な
い
喜
び
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
る
で
、
子
供
を
育
て
る
か
の
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
心
配

し
て
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
育
て

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

習作文コンクール�
　作品を紹介します～�

う
と
思
い
、
今
度
は
食
物
に
挑
戦

し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
駄
目
も

と
で
祖
父
母
に
頼
ん
で
み
る
と
、

快
く
許
可
し
て
く
れ
ま
し
た
。
翌

日
か
ら
さ
っ
そ
く
畑
を
耕
し
、
苗

を
植
え
、
水
を
や
り
ま
し
た
。
祖

父
が
小
さ
な
ハ
ウ
ス
を
作
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
寒
さ
に
負
け
な
い

私
の
畑
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
そ

の
畑
に
苺
が
た
く
さ
ん
実
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
毎
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
今
思
う
と
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
時
、
紙
に

「
た
く
さ
ん
お
い
し
い
苺
が
な
り

ま
す
よ
う
に
」と
書
い
て
、
ハ
ウ

ス
に
は
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
二
年
に
な
り
、
植
え
た
苗

も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
育
ち
、
あ
る

日
、
一
つ
だ
け
で
す
が
白
い
花
が

咲
き
ま
し
た
。
昨
年
と
同
じ
喜
び

と
嬉
し
さ
が
心
の
中
に
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。
何
度
こ
の
喜

び
を
感
じ
て
も
、
と
て
も
良
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

●
佳
作
●

大
玉
中
二
年（
現：

三
年
）

渡
邉　

由
起
さ
ん

小
さ
な
種
か
ら

大
き
な
農
業
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「
光
太
郎
君
、
手
伝
っ
て
く
れ

ん
の
か
い
?
今
日
は
、
天
気
も

い
い
し
風
も
な
い
か
ら
早
く
か

け
っ
ち
ま
う
べ
な
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。

　

準
備
は
だ
い
た
い
出
来
て
い
た

の
で
、
ぼ
く
が
行
っ
た
と
き
に
は
、

も
う
ビ
ニ
ー
ル
を
は
る
作
業
で
し

た
。
ビ
ニ
ー
ル
の
両
は
じ
を
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
が
持
っ
て
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
骨
組
み
に
か
ぶ

せ
よ
う
と
し
ま
す
。
で
も
、
ビ

ニ
ー
ル
が
長
く
、
ハ
ウ
ス
の
屋
根

も
高
い
の
で
、
真
ん
中
辺
り
の
ビ

ニ
ー
ル
が
、
な
か
な
か
ハ
ウ
ス
の

骨
組
み
に
お
お
い
か
ぶ
さ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

「
ビ
ニ
ー
ル
の
真
ん
中
を
ロ
ー

プ
で
し
ば
っ
て
、
反
対
側
か
ら

引
っ
ぱ
れ
ば
か
か
っ
ぺ
。」

と
言
っ
て
、
ロ
ー
プ
で
し
ば
り
始

め
ま
し
た
。
ぼ
く
に
向
か
っ
て

「
こ
の
ロ
ー
プ
を
、
ハ
ウ
ス
の

屋
根
の
反
対
側
へ
投
げ
て
、
向

農作業体験学習作
　～今月は佳作の２　作

　

ぼ
く
の
家
は
兼
業
農
家
で
す
。

春
に
な
る
と
、
苗
代
用
ハ
ウ
ス
を

作
り
ま
す
。
田
植
え
の
と
き
に
使

う
苗
を
育
て
る
た
め
の
温
室
で
す
。

　

三
月
二
十
日
、
今
年
も
ま
た

シ
ー
ト
を
か
け
る
時
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
を
作
る
た
め

の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
か
け
る
に

は
た
く
さ
ん
の
人
手
が
ほ
し
い
の

で
、
家
族
み
ん
な
が
家
に
い
る
日

に
や
り
ま
す
。

　

家
の
前
の
畑
に
行
っ
て
み
る
と
、

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

父
さ
ん
が
作
業
を
始
め
て
い
ま
し

た
。
ビ
ニ
ー
ル
を
お
さ
え
る
た
め

に
み
ぞ
を
ほ
っ
た
り
、
ビ
ニ
ー
ル

を
は
る
た
め
の
材
料
を
運
ん
だ
り

し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
大
き
な

声
で「

お
は
よ
う
。」

と
言
う
と
、
み
ん
な
も

「
お
は
よ
う
。」

と
こ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ば
あ

ち
ゃ
ん
が

●
佳
作
●

大
山
小
六
年（
現：

大
玉
中
一
年
）

添
田　

光
太
郎
く
ん

ハ
ウ
ス
作
り
を

体
験
し
て

こ
う
側
か
ら
引
っ
ぱ
っ
て
。」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ロ
ー
プ

を
投
げ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
向

こ
う
側
へ
行
き
ま
せ
ん
。
二
回
失

敗
し
て
三
回
目
を
投
げ
る
と
き
、

み
ん
な
に

「
が
ん
ば
れ
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
力
い
っ
ぱ
い

投
げ
た
ら
、
や
っ
と
向
こ
う
側
へ

届
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
心
の
中

で（
や
っ
た
！
）と
思
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が

け
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
今
度

は
み
ん
な
で
か
け
声
を
か
け
ま
す
。

「
一
、
二
の
三
。」

で
引
っ
ぱ
り
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
が
と
て
も
重
か
っ
た
り
、

パ
イ
プ
の
継
ぎ
目
に
ひ
っ
か
か
っ

た
り
し
て
な
か
な
か
か
ぶ
さ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
何
度
も
や
り
直

し
て
よ
う
や
く
ビ
ニ
ー
ル
が
か
ぶ

さ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ほ
っ
と
し

て
休
け
い
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

お
父
さ
ん
に「
ナ
イ
ロ
ン
を
パ
イ

プ
に
と
め
る
道
具
の
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
パ
ッ
カ
ー
を
す
ぐ
に
は
め
る
よ

う
に
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ナ
イ

ロ
ン
が
風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
す
ぐ
固
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
パ
イ
プ
に

パ
ッ
カ
ー
を
は
め
る
の
に
は
と
て

も
力
が
い
り
ま
す
。
ぼ
く
は
最
初

は
片
手
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
入
ら
な
い
の
で
今
度
は

両
手
で
力
い
っ
ぱ
い
押
し
て
み
ま

し
た
。
二
十
本
く
ら
い
や
っ
た
ら
、

も
う
手
が
パ
ン
パ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
周
り
を
見
る
と
、
み
ん
な
は

も
く
も
く
と
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。
ぼ
く
は
、「
休
け
い
し
た
い

な
」と
思
い
ま
し
た
。
で
も
。
誰

も
そ
ん
な
こ
と
言
い
ま
せ
ん
。
仕

方
な
く
ぼ
く
も
作
業
を
続
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ひ
き
続
き
ナ
イ

ロ
ン
を
ビ
ニ
ー
ル
の
ひ
も
で
ハ
ウ

ス
の
パ
イ
プ
に
ゆ
わ
え
た
り
、
土

を
寄
せ
た
り
・
・
・
作
業
は
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん

と
弟
が
手
伝
い
に
き
た
の
で
、
ぼ

く
は
少
し
休
け
い
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
た
ま
に
こ
う
い
う
家

の
手
伝
い
を
し
ま
す
。
農
家
の
仕

事
は
ど
ん
な
作
業
も
と
て
も
大
変

だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
農
家
の

人
た
ち
は
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
な

が
ら
、
そ
の
大
変
な
仕
事
を
こ
な

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生

き
る
た
め
の
知
恵
を
つ
け
て
い
る

の
で
す
。
今
回
ぼ
く
は
み
ん
な
に

応
え
ん
さ
れ
て
、
一
つ
の
仕
事
を

や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
作
業
を
終
え
て
、
ぼ
く

は
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。



広　報　お　お　た　ま （10）第４８７号17・8・15

～生活習慣病予防のために～

　不規則な食生活や運動不足等の生活習慣を続けていると、肥満や高血圧、糖尿病、高脂血症など
の生活習慣病を発症します。今回は生活面を中心に自分のライフスタイルを見直しましょう。

　お酒は１日１合、ビールは中ビン１本の
適量を守り、週に２日は休肝日をもうけよ
う。

《ほどほどが肝心　飲酒》
①普段の生活で
　若い年代の方は通勤や買い物などで歩く
習慣を。高齢の方は散歩、掃除、買物、料
理などで体を動かそう。
②有酸素運動で肥満解消
　ウォーキングはいつでもどこでも気軽に
できるスポーツです。
③ストレッチ、筋トレでヘルスアップ
　週２回以上の運動を習慣化しよう

《習慣づけたい運動》

　ストレス解消や心身のリフレッシュのた
めに「休むこと」とレジャーなどの積極的活
動で「養うこと」を取り込もう。

《しっかりとりたい休養》

　タバコには有害物質がたくさん含まれて
おり、その中には発ガン物質もあります。
自分の周囲の人にがんの危険性を高め、喘
息を誘発することもありますので、自分の
健康だけでなく、家族の健康を守るために
も禁煙しよう。

《やめるが１番　禁煙》

『介護者のつどい』にぎやかでした『介護者のつどい』にぎやかでした『介護者のつどい』にぎやかでした『介護者のつどい』にぎやかでした
　去る７月３日、保健センターに、日頃は介護に奮闘している皆さんが集いました。今回が初めてという
方もおりましたが、すっかり打ち解けて始終なごやかな時間が流れました。
　当初“手作り餃子”というテーマでお誘いしておりました
が、この日が近づくにつれ、担当者のわがままと食欲が「肉
まんと中華スープ」まで勝手にメニューに追加してしまい、
講師の立花夏子さんには大変ご迷惑をおかけしました。こ
の場を借りてお詫びいたします。

　しかし、皮から作る肉まんと餃子は、慣れないことも
あって大変でしたが、出来上がりにはみんな大歓声で、
もちろん美味！！一口ほおばる度に笑顔がこぼれました。

　最後に、少しでも気持ちを軽くして帰れるよう、日頃の介護の様子や苦労話などを一人ずつ話し、今回
のつどいを閉じました。
　次回の開催は秋になります。楽しみにお待ちくださいね。

大玉村在宅介護支援センター　�48－3131（内線296）
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ひろえの健康相談室ひろえの健康相談室
 ：毎日暑い日が続きますが、水分補給にジュースやビールでもいいのですか？

 ：炭酸飲料では約40ｇ（角砂糖約６個分）の砂糖を含みますので、飲みすぎは肥満のもとになりま

す。また、糖分の多いものを飲むと、のどの渇きを強くしますので飲みすぎは気をつけましょ

う。ビールについては、利尿作用が強いので飲んだ後、尿と一緒に多くの水分が失われます。

暑い日の水分補給としては、お茶類や水などが良いでしょう。また、炎天下での作業中には、

電解質を多く含んでいるスポーツ飲料をお勧めします。

Q

Ａ

�

�

�

�

�������

�������
� �クーラーでクラクラ．．．？
　だんだん暑くなってくるとどうしても、どんどんクーラーの設定温度を下げてしまいます。でも、「ああ、気持
ちいい！」なんてやってると、だんだん体の調子がおかしくなってきませんか？これがクーラー病です。正式な病
気の名前ではないそうですが、夏特有の現代病として知られています。
◎　症状は？　　・体の冷え　　・倦怠感　　・食欲不振　　・頭痛　　・腹痛

・下痢　　　　・神経痛　　・生理不順　など
◎　原因は？　　＊冷えすぎ　　＊冷風を直接体に受けること

＊屋外と室内の温度差の激しいところの出入り

◎　対策は？　　☆「クーラーの設定温度を室外温度との差５度以内に」
最初に低めに設定し、暑さが落ち着いたら温度を上げてはどうでしょうか。

☆「ゆっくりと湯船につかって汗をかく」
シャワーだけで済まさず、湯船で体を芯から温めると新陳代謝が上がり、汗と一緒に老廃物
などを追い出すことができます。

☆「栄養補給をきちんと行う」
ビタミンE　ビタミンC　ショウガやニンニク、ウナギ、焼肉など沢山食べてパワーを補給し
ましょう。
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　日本人の65歳以上の７％、80～84歳の７人に１人、85歳以上なら４人に１人は認知症（痴呆症）といわれ、
今や認知症は決して珍しくない病気です。では、テレビなどで話題になる“認知症予防法”の数々．．．．．
一番有効なのはどれなのでしょう？もし発症してしまったらどうしたらよいのでしょうか？
　そんな疑問を抱える方も、認知症そのものについて知りたいという方も、是非聴いていただきたいお話で
す。ご家族、ご近所お誘いのうえ、おこしください。お待ちしております。
　◇　日　時　　　平成17年９月10日（土）　午後７時から８時30分
　◇　場　所　　　保健センター
　◇　講　師　　　村上敦浩先生（医療法人慈心会　村上病院　院長）
　◇　対象者　　　介護の真っ最中の方、認知症に興味のある方など

将来、介護者の立場になるかも知れない学生さんや若い方、大歓迎です！

お問合せは、大玉村役場健康福祉課または在宅介護支援センターまで。
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７月１９日　寿大学修学旅行２（下郷町 大内宿） ７月１９日　寿大学修学旅行１（下郷町 大内宿）

７月２１～２２日　わんぱく広場〈宿泊体験〉（磐梯青年の家）

７月２６～２９日　中学生サマースクール（猪苗代町 秋山浜） ７月２４日　中高年登山教室
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��������������������������������������

社
会
教
育
事
業

ア
ル
バ
ム

7
月
中
に
行
わ
れ
た

　

社
会
教
育
事
業
を

　
　
　

御
紹
介
し
ま
す

『お月見』

・月見団子づくり

・「俳句」を詠んでみよう！
※小学３年生以上が挑戦します。

・「ぬり絵」
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お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

○
大
玉
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
大
玉
村
芸
能
発
表
会
実
行
委
員

会
よ
り
五
万
七
十
四
円

・
國
分
貞
明
氏
県
知
事
表
彰
受
賞

祝
賀
会
発
起
人
会
よ
り
五
千
七

百
四
十
五
円

・
夏
の
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
よ
り
三
万
一
千
六

百
六
十
一
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う　

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

～大玉村芸能発表会実行委員会からの寄付～

○
小
作
地
の
所
有
状
況
の
縦
覧
に

つ
い
て

　

農
地
法
第　

条
の
規
定
に
よ
り
、

８４

平
成　

年
８
月
１
日
現
在
の
小
作

１７

地
の
所
有
の
状
況
に
つ
い
て
、
左

記
に
よ
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、

縦
覧
の
上
、
調
査
事
項
等
に
不
服

等
の
あ
る
方
は
、
当
農
業
委
員
会

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　

記

縦
覧
期
間

平
成　

年
９
月
１
日
か
ら
９
月

１７

　

日
ま
で
の
執
務
時
間
内

３０
縦
覧
場
所

大
玉
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
役
場
内
）

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
大
山
窓
口
コ
ー
ナ
ー（
大
山
公

民
館
内
）で
も
、住
民
票
を
交
付

し
て
お
り
ま
す
。み
な
さ
ん
、ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

交
付
で
き
る
も
の

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
の
謄
抄
本
、所
得
証
明
書
、

納
税
証
明
書
等

利
用
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

＊
ご
本
人
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か

け
て
く
れ
な
い（
不
起
訴
処
分
）。

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
十
一
人
の
審

査
員
が
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員

は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ

ん
の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審

査
員
等
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

住
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
郡
山
検
察
審

査
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
�
０
２
４
―
９
３
２
―
５
６
５
６
）

検
察
審
査
員
等
に
選
ば

れ
た
ら
ご
協
力
を
！

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、
法
務

局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
登
記
、
人
権
擁
護
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
な
ど
の

各
業
務
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
気
軽
に
御
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

１．
日　

時　

平
成　

年
９
月
４
日（
日
）　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１７

１０

２．
場　

所　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま　

５
Ｆ　

研
修
室

３．
内　

容　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
・
土
地
の
境
界
問
題
・
遺
産

相
続
、地
代
・
家
賃
等
の
供
託
、戸
籍
・
国
籍
、夫
婦
・
家
庭
内

の
問
題
、成
年
後
見
、公
証
に
関
す
る
こ
と
、お
年
寄
り
・
子

ど
も
の
虐
待
、い
じ
め
・
体
罰
問
題
、セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、障
害
者
の
差
別
問
題
な
ど
に
つ
い
て

４．
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員

５．
そ
の
他　

電
話
相
談
も
併
せ
て
お
受
け
し
て
お
り
ま
す

�
０
２
４
―
５
３
４
―
２
０
２
１　
　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
１
１
５
５

�
０
２
４
―
５
３
６
―
１
１
７
４　
　

＊
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務
局 
総
務
課

�
０
２
４
―
５
３
４
―
１
１
１
１
）

「
法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」開
設

～皆さんのご理解とご協力をお願いいたします～
【お問い合わせ　大玉村役場 企画財政課　�４８－３１３１（内線２４２）】

○国勢調査は、法律に基づいて行われ
る人口と世帯に関する最も基本的な
統計調査です。

○９月下旬から１０月上旬にかけて、国
勢調査員が皆さんのお宅へ、調査票
の配布と受け取りにうかがいます。

○国勢調査の結果は、少子高齢社会へ
の取組や皆さんのまちづくりにいか
されます。

平成１７年１０月１日（土）
９月下旬から調査員がおうかがいいたします。
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放送大学　 学生募集中
－平成17年度第2学期学部生及び大学院修士科目生・修士選科生学生募集－

＜放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。＞

　＊入学試験はありません。（大学及び大学院修士科目生・修士選科生）
　＊15歳以上なら、誰でも入学できます。（大学）
　＊18歳以上なら、誰でも入学できます。（大学院修士科目生・修士選科生）
　＊1科目から受講できます。（大学及び大学院修士科目生・修士選科生）
［募集期間］　大学及び大学院修士科目生・修士選科生
　　　　　　平成17年6月15日（水）～平成17年8月31日（水）
★資料請求・お問い合わせ先
　詳しくは、放送大学福島学習センターまで　ＴＥＬ024－921－7471　ＦＡＸ024－921－7814

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・
事

業
所
を
設
け
、
物
品
販
売
業
や
不
動
産
貸

付
業
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事

業
を
行
う
個
人
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く

県
の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、
県
北
地
方

振
興
局
県
税
部
か
ら
８
月　

日
頃
に
納
税

１０

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
第
１
期
分

は
８
月　

日
ま
で
、
第
２
期
分
は　

月　

３１

１１

３０

日
ま
で
の
２
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合

は
、
８
月　

日
ま
で
に
一
括
し
て
納
め
て

３１

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関

の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
手
続

用
紙
は
、
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
納
税

グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
第
１
グ
ル
ー
プ

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
６
３
６

（
個
人
事
業
税
の
照
会
）

納
税
グ
ル
ー
プ

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
６
３
３

（
口
座
振
替
制
度
の
照
会
）

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

お
勧
め
し
ま
す
。
口
座
振
替
制
度

　

平
成　

年
４
月
に
食
糧
法
が
改
正
さ
れ
、

１６

米
穀
を
販
売
、
集
荷
す
る
者
は
県
、
農
政

事
務
所
に
登
録
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正

食
糧
法
で
は
届
出
制
と
な
り
、
農
政
事
務

所
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

米
穀
取
扱
事
業
者
と
は
、
年
度（
４
月

か
ら
３
月
）の
１
年
間
に
お
い
て
事
業
規

模
が　

精
米
ト
ン
以
上（
く
ず
米
等
も
含

２０

む
）の
米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を

行
お
う
と
す
る
生
産
者
・
販
売
業
者
等
の

全
て
が
該
当
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
ら
生
産
し
た
米
穀
を
届
出

事
業
者（
農
協
等
）に
出
荷
又
は
販
売
す
る

数
量
は
事
業
規
模
の
数
量
か
ら
除
き
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
者
に
は　

万
５０

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
４
月
以
降
も
登
録
期

１６

間
が
あ
っ
た
出
荷
取
扱
業
者
・
小
売
販
売

業
者
等
は
自
動
的
に
届
出
事
業
者
と
し
て

取
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
の
福
島
農
政
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

東
北
農
政
局
福
島
農
政
事
務
所

地
域
第
二
課　
　

　

T
E
L　

０
２
４（
９
３
７
）３
９
８
０

　

F
A
X　

０
２
４（
９
３
７
）３
９
８
４

米
穀
取
扱
事
業
者
は
、

「
登
録
制
」か
ら「
届
出
制
」へ

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
な

ど
で
突
然
に
心
臓
が
止
ま
っ
た
傷
病
者
の

心
臓
に
鼓
動
を
取
り
戻
す
た
め
、
除
細
動

（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を
か
け
る
機
械
で
す
。

　

傷
病
者
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、
心
肺

蘇
生（
気
道
の
確
保
、
人
工
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
）を
行
う
と
と
も
に
、
心
臓

へ
の
除
細
動
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
資
格
を

持
た
な
い
一
般
の
人
々
が
除
細
動
を
行
う

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
近
に
な
っ
て
短
時
間
の
講
習
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
除
細
動
を
行
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

救
急
隊
の
到
着
前
に
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
勇
気
を
出
し
て
適
切
な
応
急
手
当

を
行
え
ば
貴
重
な
命
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

お
問
い
合
せ

消
防
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で

南
消
防
署（
�
３
３
―
２
８
７
５
）

皆
さ
ん
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？　
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持参するもの場　　所対　象　者日　　時行　事　名

・母子健康手帳等大玉村保健センターお子さんのことで相談のある方９月５日（月）
９：３０～１１：００こども健康相談

・母子健康手帳
・健診問診表
・バスタオル等

大玉村保健センター平成１６年１０月、平成１７月１月生まれの乳児９月５日（月）
受付：１３：００～１３：１５乳児健診

・母子健康手帳
・歯ブラシ
・コップ
・タオル等

大玉村保健センター平成１５年１０月、平成１４年１１月生まれの幼児９月５日（月）
受付：１３：００～１３：１５

キラキラ教室
（歯科相談）

・母子健康手帳
・２歳児健診問診票大玉村保健センター平成１５年３月、４月生まれの幼児９月１４日（水）

受付：８：３０～８：４５２歳児健診

・母子健康手帳
・３歳児健診問診票大玉村保健センター平成１４年５月、６月生まれの幼児９月２９日（木）

受付：１３：００～１３：１５３歳児健診

＊【福島いのちの電話】のお知らせ　　　　　≪相談時間≫　１０時～２２時　　　　　　≪電話番号≫　０２４－５３６－４３４３
　【思春期相談ほっとライン】のお知らせ　　≪相談窓口≫　県北保健福祉事務所　　≪電話相談≫　月～金　９時～１７時　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪メール相談≫　随時受付　メールアドレス　peer＠pref.fukushima.jp

●●●９　月　分　保　健　衛　生　だ　よ　り●●●

�

�

�

�
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�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

誕
生
お
め
で
と
う

（
７
月
中
受
付
分
）

玉　

井

押
山　
 

遥  
奏 （
啓
史
）薄
黒
内

は
る 

か

大　

山

鈴
木　
 

美  
玲 （
康
志
）岩
ケ
作

み 

れ
い

藤
田　
 

香  
芽 （
政
亀
）谷
地

こ
う 

め

結
婚
お
め
で
と
う

（
７
月
中
受
付
分
）

玉　

井

鈴
木　

武
充　

中
道

　
　
　

宏
美

お 
く 
や 
み（

７
月
中
受
付
分
）

玉　

井

渡
邉
健
太
郎（　
）コ
リ
ン
前

２８

大　

山

林　
　

一
郎（　
）東
６７

菊
地　

輝
子（　
）仲
北

７３

斎
藤　

初
哉（　
）後
谷
地

７５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

（
評
）世
界
各
地
で
の
テ
ロ
行
為
、
世
界
病
む
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



（
評
）青
簾
に
よ
り
清
々
し
く
な
っ
た
座
敷
、
気
持
ま
で
が
爽
や
か
に
な
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

（
評
）谿
の
音
の
み
聞
こ
え
て
、
梅
雨
空
の
蝶
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

（
評
）梅
漬
け
を
終
わ
っ
た
安
堵
、
な
つ
か
し
い
匂
い
に
ホ
ッ
ト
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



（
評
）加
齢
に
よ
る
多
少
の
呆
け
物
忘
れ
は
当
た
り
前
、気
に
す
る
こ
と
な
し
。

岩　

高　

吉
原
瑞
雲

午
房
内　

日
向
み
よ

吉
丸
山　

国
分
淑
子

五
所
宮　

柳
田
亜
紀

大　

坪　

鈴
木
紀
美

　9月8日（木）～9月10日（土）まで

の3日間は、もとみやクリーンセン

ターは、点検整備により休みとなる

ため、直接施設へゴミを持込むこと

が出来なくなります。

　また、ゴミステーションの回収業

務も休みとなりますので、ご注意下

さい。

（お問い合わせ　大玉村役場

住民生活課　�48－3131）

もとみやクリーンセンター
点検整備に伴う休みについて
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※ゴミ収集日　●燃えるゴミは毎週水・土曜日　●資源ゴミ・燃えないゴミは毎週木曜日

くろ（あぜ・畔・ ）歳時記⑰より

今 月 の 納 期
村県民税　　　　　　　　（第２期）
国民健康保険税　　　　　（第２期）
介護保険料　　　　　　　（第２期）
土地改良区費　　　　　　（第２期）

・口座振替をご利用の方は残高を確認しましょう
・８月３１日までに納めましょう

心 配 ご と 相 談

８月２２日（月）大山公民館

９月１２日（月）デイサービスセンター日本間

９月２０日（火）大山公民館
※相談受付けは、午前９時から正午までです
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所在地電話番号当番医所在地電話番号当番医
本宮町�33-4141　兼谷胃腸科外科医院

9月18日

本宮町�63-2826　いしわたクリニック

8月21日
二本松市�23-1231＊社会保険二本松病院安達町�22-8800＊（医）かさい小児科クリニック
二本松市�22-3100　（医）辰星会枡記念病院二本松市�22-0301　本田レディースクリニック
岩代町�55-2303　和田医院岩代町�55-2343＊（医）広仁会金子医院
本宮町�33-5866＊（医）上遠野内科医院

9月19日
本宮町�34-3311　（医）渡辺クリニック

8月28日
二本松市�22-0036　（医）静心会斎藤医院二本松市�22-3001　（医）安斎内科胃腸科医院
二本松市�22-0682　整形外科内科小林医院二本松市�23-1231＊社会保険二本松病院
本宮町�34-4100　池田眼科医院

9月23日
東和町�66-2122＊（医）博愛会東和クリニック

二本松市�22-3215＊（医）森小児科医院本宮町�34-1188＊（医）坂本クリニック

9月4日
二本松市�22-3100　（医）辰星会枡記念病院二本松市�22-9255　（医）ダザイ胃腸科内科医院
本宮町�33-1088　（医）国分整形外科医院

9月25日

二本松市�23-2111　（医）原医院
安達町�22-0174＊（医）佐藤内科胃腸科医院岩代町�57-2101　今古堂医院
二本松市�24-2830　東雲堂医院本宮町�33-2721＊（医）慈久会谷病院

9月11日
岩代町�56-2461　岩代町国保診療所安達町�22-5636　（医）高橋内科医院

二本松市�23-0024　野地眼科医院
東和町�46-2001＊小野崎医院

拭午前９時より午後５時までの外来のみ診療。ただし、東和町と岩代町の医院は正午までの診療となります。
植＊印は小児科標榜医療機関。
殖医師の都合により変更する場合もあります。

休 日 当 番 医

寒さ、暑さ知らず、田んぼくろ、土手、

土をまもるクローバー（しろつめくさ）

（西庵前田んぼくろ　平成１５年５月撮影）


